
2022年12月23日

東京湾へのアクセス

～東京湾を身近にするために～
東京湾の窓PT　芝原達也

定員 Zoomでのご参加 先着100名
Youtubeでのご視聴（定員なし）

対象 東京湾の再生に興味のある方
行政関係者、研究者、市民、学生、
漁業関係者、企業など、どなたでも

事前アンケート・参加予約
https://jp.surveymonkey.com/r/JSGGH5P

問い合わせ先 海辺つくり研究会・古川恵太
Email: keita@meic.jp TEL:045-321-8601

Webサイト
https://coastcard.jp/江戸前勉強会/

江戸前勉強会2022
2022年 2023年

11月11日～1月20日
19：00～20：30
オンライン開催

6回シリーズ

各
回
の
テ
ー
マ

1
「東京湾再生のための行動計画（第3期）
の骨子について」

〇福本峻吾
東京湾再生推進会議モニタリング分科会担当者

2 「東京湾の環境のモニタリング」

〇古川恵太 モニタリングPT長（海辺研）
片野俊也 東京海洋大学

3
「生き物の生息場つくり」

〇佐々木淳 生き物生息場つくりPT長（東京大学）
児玉真史 水産研究・教育機構
風呂田利夫 東京湾をよくするために行動する会

4 「東京湾へのアクセス」

〇芝原達也 東京湾の窓PT長
川辺みどり 東京海洋大学江戸前ESD協議会

5 「東京湾の環境評価」

〇岡田知也 指標活用PT長（国総研）
野村英明 東京大学大気海洋研究所

6 「これからの東京湾再生に向けて」

＜詳細未定＞

参加無料 要予約

本年度は、行動計画（第2期）の最終年です。準備されている次期計画
の骨子や、第2期におけるフォーラムPT活動などを題材に、第3期に向けた
期待や、具体の行動において、みんなが協働し東京湾再生を盛り上げてい
くためにはどうしたら良いのかといったことについて、自由な意見交換を
することを目的として勉強会を開催します。

以下に示す各団体が共催・協力し、より包括的な東京湾再生にかかわる
人々の連携の強化や、事業実施の支援を目指して、参加型の勉強会を開催
いたします。皆さまのふるってのご参加をお誘い申しあげます。
共催：東京湾再生官民連携フォーラム、東京湾の環境をよくするために行動する会、

東京海洋大学江戸前ESD協議会、東邦大学東京湾生態系研究センター、
ベルモントフォーラムCOAST Cardプロジェクト

協力：東京湾再生推進会議モニタリング分科会 （一部予定を含む）

各回の進行案

東京湾再生
のための
ワーク
ショップ
（３０分）

開会

話題提供
（３０分）

質疑応答
（１５分）

オープニング
（１0分）

まとめ
（５分）

※参加者、講演者の
都合で変更になる場
合があります。

11/11

11/25

12/9

12/23

1/6

1/20

隔週金曜日

〇：話題提供者、無印：コメンテーター等



“窓”の特徴 

✤ 公園・フィールド

✤ 施設（ビジターセンター，観察施設，展示）

✤ 専門スタッフ（インタープリター，学芸員）

✤ 各種プログラム（自然体験，学習，参加） 





空から見た谷津干潟



東京湾スタンプラリー

管理主体や分野が異なる14施設が“東京湾”という共通項で連携



ラムサール条約から学ぶ

ワイズユース


対話･

教育･能力養成･
参加･普及啓発


（CEPA）


保全・再生


ゴミひろい

他の湿地との交流

昔の貝とり

バードウォッチング

干潟の生きもの調査

谷津干潟自然観察センター

・習志野市

環境省・国立環境研究所

鳥獣保護区保全事業　　　

・ 地域住民・学校・企業



窓ptによる政策提案 

✤ 提案1．海洋教育・環境教育の場として東京湾・「東京
湾の窓施設」の利活用を活発にするための教育分野と
の連携

✤ 提案2．「東京湾の窓施設」の横断的活動を活発化する
施策の推進

✤ 提案3．「東京湾の窓施設」の機能・役割等について認
識の共有を図る研修等の実施



提案1．海洋教育・環境教育の場として東京湾・「東京湾
の窓施設」の利活用を活発にするための教育分野との連携

✤ 東京湾再生会議への「教育・人材育成分科会」の 設
置，文部科学省の参加

✤ 「東京湾岸自治体保全会議」と教育委員会との連携，
および「東京湾の窓施設」との連携 



提案2．「東京湾の窓施設」の横断的活
動を活発化する施策の推進
✤ 東京湾スタンプラリーの「東京湾岸自治体環境保全会
議」との共同開催 

　※パブリックアクセスptのアイデア （スマホによるガイド）

✤ 「東京湾の窓施設」を東京湾のモ ニタリングの拠点と
して活用 



スタンプラリー

参加施設



提案3．「東京湾の窓施設」の機能・役割
等について認識の共有を図る研修等の実施

✤ 施設職員や自治体の施設担当者向けの研修（東京湾の
自然、歴史と現状、施設の機能や役割） 



「東京湾再生のための行動計画」（第3期） 

の課題 

✤ 湿地・干潟の再生におけるアクセスの確保のためのガ
イドラインの整備（作るだけでなく，活用から維持管
理まで）



「東京湾再生のための行動計画」（第3期） 

の課題 

✤ 「東京湾の日」の活用：ポスターやチラシ作成，保全
活動の発表や表彰，各地一斉ゴミ拾い

　※世界湿地の日を参考に

✤ 教育機関や自治体との連携（イベント，教育）

プラスチックゴミを捨てさせない教育を実施

https://www.worldwetlandsday.org


World Wetlands Day

2月2日 世界湿地の日　 



World Wetlands Day

2月2日 世界湿地の日　 

https://
www.world
wetlandsd
ay.org 

https://www.worldwetlandsday.org/
https://www.worldwetlandsday.org/
https://www.worldwetlandsday.org/
https://www.worldwetlandsday.org/


組織を超えるために連携を…

✤ サンフランシスコ湾の「ベイプラン」 



サンフランシスコ湾の大三角



東京湾の大三角



ドン・エドワーズ国立野生生物保護区

保護区面積：12,140ha（谷津干潟300個以上）

• 東京湾の面積138,000 ha 

• サンフランシスコ湾（ラムサール条約登録面積 158,711 ha）



サンフランシスコ湾計画


